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①ホームレス数の調査（概数調査） 

 

②ホームレスの生活実態調査 
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NPO釜ヶ崎 
  557-0004 1-5-4 

06(6630)6060   E-mail: npokama@npokama.org   http://www.npokama.org 

 

 

 

 

野宿生活者の概数調査･生活実態調査 

 ―「野宿生活者支援法」に基づき2003年１～２月に実施予定 

仕事と生活保障を求めて大阪市に押しかける労働者たち(10月21日:大阪市役所前) 

mailto:npokama@npokama.org
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2002年 秋期～冬期野営闘争 

野営テントの

中 

反失業「仕事よこせ!」デモ(10 月 21

日) 
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労働者が回収したアルミ缶の 

買い取りを実施 

西成おいないまつりで豚ホルモン屋を出店…大繁盛でした！ 

アルミ缶をまとめて運搬車に積込み 回収したアルミ缶をはかりで計量 
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仕事の紹介 
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仕事内容 
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西成労働福祉センターのガードマンの仕事 

事業紹介「あいりん労働福祉 

センター就労斡旋機能向上事業」  

豚ホルモンは大盛況！ 展示にて活動をＰＲ 
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大阪城公園に仮設一時避難所開設―大阪市内で３ヶ所目 

センター前に立つガードマンら 

作業終了前に清掃作業をする 
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宿舎棟内の個室 大阪城仮設一時避難所 (宿舎棟外観) 

―就労部門より― 
毎年、草刈の仕事を私たちに提供してくださる民間の団体があります。 

釜ヶ崎支援機構が事業を立ち上げ、特別清掃事業を開始したのは 1999 年 11

月。設立したばかりで何の経験も技術も持ち合わせていなかったその頃、高槻市の

ある自治会は、集会所や公園などの自身が管理する土地の除草作業を仕事として提

供してくださいました。事業を開始する前に、新しく現場指導員となるスタッフが、

研修としてその現場に行き作業しました。 

それ以来、毎年11月頃にその自治会から同じ仕事を頂いています。４回目とな

った今年も、指導員が中心となって11月３日に作業を行いました。１年間そのま

まで伸び放題となった雑草を、刈払機で刈りとる。機械の使えない所や細かい所、

そして仕上げはカマを使いながら手で刈 

り取っていく。刈り取られた雑草をほう 

きで集めてトラックに載せ、収集場所へ 

と運ぶ。･･･結構大変な作業です。 

そして、今年も集会所や公園は綺麗に 

なりました。仕事をご提供くださってあ 

りがとうございました。 
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釜ヶ崎の町の福祉への取り組み 

「簡易宿泊所」から 

「福祉アパート」、そして 

「サポーティブハウス」へ 
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「グラウンドゴルフ」毎週土曜日に続けています！ 
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NPO

 

 

グラウンドゴルフを楽しむ人たち 



14  2002 11 30  

 9 

1976 27

 

78 79

80

 

釜ヶ崎反失業連絡会結成へ 

1961
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センターの夜間開放、高齢者特別清掃

事業の開始 94
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大テントそしてシェルターの開設へ 
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釜ヶ崎に生きる ― 藤 井 利 明 

        （釜ヶ崎日雇労働組合・釜ヶ崎反失業連絡会） 
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「釜ヶ崎を大いに語る」 ―12･７ 釜ヶ崎講座・第４回講演の集い― 

釜ヶ崎講座開設１年・釜ヶ崎形成100年にあたり 

日時   12月７日（土）午後６時開場・６時半開演 

会場   エル・おおさか（府立労働センター）709号室 

（地下鉄・京阪電車「天満橋」「北浜」下車８分） 

講師   藤井利明氏（釜ヶ崎日雇労働組合・釜ヶ崎反失連） 

     島和博氏（大阪市立大学 文学部社会学助教授） 

資料代 500円     主催 釜ヶ崎講座 

今秋、釜ヶ崎支援機構は２団体か

ら助成金贈呈を受けました。 

社会福祉法人丸紅基金様より、福

祉相談の相談記録のデータベース作

業費(200万円)を、財団法人松翁会

様より、福祉相談事業費(80 万円)

を頂きました。有益に使わせていた

だきたいと思います。ありがとうご

ざいました。 
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路上死件数213人（2000年･大阪市） 

表１　野宿生活者の死亡時の年齢

年齢 人数 割合
30歳未満 2 0.9%
30～39 8 3.8%
40～49 34 16.0%
50～59 87 40.8%
60～69 69 32.4%
70～79 10 4.7%
80歳以上 3 1.4%
合計 213 100.0%

表２　野宿生活者の死亡時発見場所
発見場所 件数 割合

路上 111 52.1%
公園 51 23.9%
河川敷 17 8.0%
駅・地下街 11 5.2%
水中 4 1.9%
空き家 3 1.4%
その他 16 7.5%

表３　野宿生活者の死亡直前の生活状況
直前の生活場所 件数 割合
テント 39 19.1%
布団・毛布 23 11.3%
段ボールハウス 19 9.3%
車両 9 4.4%
小屋 8 3.9%
空き室 3 1.5%
その他 7 3.4%
不詳 96 47.1%

表４　野宿生活者の死因

死因 件数 死因 件数
心疾患 38 アルコール中毒 3
肺炎 18 その他の中毒死 3
肝炎・肝硬変 13 溺死 4
肺結核 14 縊死 16
脳血管疾患 10 その他の窒息死 4
悪性新生物 7 墜落や転落 10
胃・十二指腸潰瘍 3 交通事故 2
その他の病死 11 その他の損傷 11
凍死 18 不詳 12
栄養失調・餓死 16 合計 213

図１　野宿生活者死亡発見時期
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2002年度第4回会員の集い

12月15日(日)午後２時より 

NPO事務所2階で行います。 

近況報告を行いますので、ご参

加ください。 
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特定非営利活動法人 釜ヶ崎支援機構 会報 14号 2002年11月 30日 

〒557-0004 大阪市西成区萩之茶屋1‐5‐4 

   電話06(6630)6060 FAX06(6630)9777 

会費・寄付の振込口座:郵便振替:00900-1-147702 釜ヶ崎支援機構 

福祉部門への振込口座:UFJ銀行萩之茶屋支店（普）1114951 釜ヶ崎支援機構 

日本型CANの設立を目指すとりくみ 


